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環境学習指導者の手引

Ⅰ はじめに

健全で恵み豊かな環境を維持することは、健康で文化的な生活に欠くことが
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環境学習指導者の手引

Ⅱ 環境学習推進の体制と出前講座実施の手続
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環境学習指導者の手引

Ⅲ 環境学習出前講座の実際
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環境学習指導者の手引

学校との打合せをしっかり行おう！Ⅲ−（1）
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環境学習指導者の手引

講座の内容を組立てようⅢ−（2）
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環境学習指導者の手引

さあ！当日ですⅢ−（3）
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環境学習指導者の手引

学習の成果を確認しよう！
～子供たちにちゃんと届いているかな？～

Ⅲ−（4）
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環境学習指導者の手引

評価して次のステップへ
～講師としての私の出来映え、どうだったかな？～

Ⅲ−（5）
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環境学習指導者の手引

さらなるレベルアップを　～日頃の自分磨き～Ⅲ−（6）
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（資料編）環境用語解説集
主に３・４年生の社会科で学習することば

（ゴミ処理・暮らしを支える水や電気について）
環境用語 説　　　　明　　　　文

・リサイクル 　使い終わったものなどを、作り直したり、別のものに作りかえたりして、また使えるよう
にすることです。同じ材料を繰り返し使うことで、資源を節約することができます。例えば、
制服を作るためは石油を使いますが、ペットボトルをリサイクルに出すと、ペットボトルが
制服の材料になり、新しく石油を使う必要がなくなるということです。

・レジ袋辞退カード 　スーパーなどで買い物をするときに、レジの近くに掛けてあるカードです。岡山県では、
このカードにももっちのイラストがついているよ。今度スーパーに行ったら、探してみよ
う！このカードを買い物と一緒に買い物かごに入れておくと、自分が持ってきたマイバッグ
を使うことがお店に人に伝わります。岡山県では、レジ袋のごみを少なくするため、お客さ
んにはできるたけマイバッグを持ってきてもらうよう呼びかけています。みなさんも、買い
物をするときにはお気に入りのマイバッグを持っていきましょうね。
　岡山県では、毎月10日を「岡山県統一ノーレジ袋デー」と定め、買い物の際に「マイバッ
グを持参し、レジ袋を受け取らないようにする運動」を全県的に実施しています。

・資源 　私たちの生活や産業などを支えている、原料になるもののことです。資源には、水や木材、
金属、石油など、さまざまなものがあります。例えば、車を作るときに使うものを考えてみ
ましょう。車のボディーの部分の金属は地中からとれる鉱石、タイヤはゴムの木の汁、ガ
ラス窓の部分はケイ砂という砂、プラスチックでできたハンドルなどは石油などの資源を使
っています。ものを作るときには、地球にあるいろいろな資源を使っていることがわかりま
すね。資源には限りがあり、どれも私たちの生活にとって欠かせないものなので、無駄なく、
大切に使わなければなりません。

・水源の森 　水道の蛇口をひねったら出てくる水は、いったいどこから来ているのでしょうか。川や地
下を流れてくる水ですね。そうした水は、主に川をさかのぼった上流の森林から生まれます。
森林には、空から雨として降ってきた水を蓄えたり、川や海にすむ生物の栄養分を生み出す
大切な役割をしています。森林がないと、水を蓄えることができないため、雨が少なくなっ
た時に水不足が発生したり、大雨が降った時に土砂災害が起きたりする危険があります。日
本の豊かな水源を守るためには、豊かな森林を保っていくことが大切なのです。

・ダム 　川の水の水量を調節するための堤防です。ダムの高いところから水が落ちる強い力を利用
して、水力発電（→ｐ.16）をすることもあります。

・浄水場 　川から流れてきた水を、各家庭に運ぶ前に、飲んでも大丈夫な水にするために、きれいに
するところです。カビや雑菌、臭いなどを取り除いて、おいしい水をつくっています。

・水質検査 　水道の水を飲んでも体に害がないよう、水のきれいさの基準をつくり、浄水場で、細菌、
にごり、臭い、有害物質などをを検査しています。こうした検査を経た安全な水が、私たち
の家庭の水道に送られています。

・下水処理場 　下水管から流れてきた、家庭や工場などで使われたきたない水をきれいにして、川や海な
どへ流す施設のことです。下水処理場では、まず大きな砂やごみを取り除いたあと、よごれ
を分解する微生物を加えて、よごれといっしょに固めて汚泥（おでい）にして沈めます。こ
うして、汚れがなくなった水ができます。汚泥は、肥料やレンガの材料として再利用されま
す。
　上流で使われ汚れた水は、下水処理場できれいにされて流され、下流の地域で再び使われ
ます。

・ESD
　（イーエスディ）

　ESDとは、「Education  for  Sustainable  Development」の頭文字をとったもので、日本語
に訳すと、「持続可能な開発のための教育」となります。持続可能とは、私たちが今営んで
いる生活が、未来に生まれてくる子供たちも同じように営めるようにすることです。例えば、
私たちが未来のことを考えずに、どんどん資源の無駄遣いをしてしまったら、未来に生きる
人々は、資源がない生活をしなくてはいけなくなり、困ってしまうことが予想できますね。
今を生きる私たちが、地球環境をなるべく損なわずに次の世代に手渡すためには何ができる
か、みんなで考えていくことが求められています。
　岡山地域では、2005年に岡山ＥＳＤ推進協議会（事務局：岡山市ＥＳＤ推進課）を設置
し、様々な団体が連携してＥＳＤを推進しています。
（詳しくは以下のホームページを参照）
おかやまＥＳＤなび：http://www.okayama-tbox.jp/esd/
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主に３・４年生の社会科で学習することば
（ゴミ処理・暮らしを支える水や電気について）

環境用語 説　　　　明　　　　文

・エコツアー 　自然や文化財など、環境に関係のある場所を訪ねる旅行です。岡山県でも年中、団体で参
加していただけるエコツアーを実施しています。エコツアーで実際に自然にふれたり、環境
を守るための取組を学ぶことで、自然や文化を守ることの大切さに気づき、自分の住む地域
や地球全体の環境などについて考えてみましょう。

・火力発電 　日本の発電の中心となっている発電方法です。火が生み出す熱でお湯を沸かして、沸騰し
たときに出る蒸気の力でタービンと呼ばれる風車を回して、回る力（エネルギー）を電気に
変えています。火を燃やすと二酸化炭素という物質が出て、地球温暖化の原因になるほか、
火を燃やすための燃料は主に石油、石炭、天然ガスなどですが、それらには限りがあり、日
本はほとんど輸入にたよっているという問題点があります。

・原子力発電 　ウランをこわすと、核分裂という現象が起きて、そのときに熱が生まれます。その熱を利
用してお湯を沸かして、沸騰したときに出る蒸気の力でタービンと呼ばれる風車を回して、
回る力（エネルギー）を電気に変えます。火力発電と違って、燃料を燃やすときに地球温暖
化の原因となる二酸化炭素を出さないという良い点がありますが、燃料となるウランが、放
射線という、多量に浴びると人間にとって害となる物質を出すため、ひとたび事故が起きる
と大きな被害が出ます。こうした事故が起きないようにするため、徹底した安全対策が必要
となります。

・水力発電 　水が流れる力で水車を回し、回る力（エネルギー）を電気に変えます。燃料を使わないた
め、発電の時に二酸化炭素を出さず、また、燃料に限りのある火力発電とちがって、水が流
れる限り発電ができるので、再生可能エネルギーと呼ばれる地球にやさしいエネルギーです。
しかし、ダムなどの大規模開発を伴う水力発電所を作るときには、周囲の環境に影響を与え
るため、環境への影響を最低限に抑えるようにすることが必要です。

・送電線 　電気を生み出したところから、電気を使うところまで電気を送る電線のことです。

・変電所 　発電所でつくられた電気を、電圧を変えるなどして、家庭や工場で使えるように変えると
ころです。

・エネルギー 　「仕事をする力」（モノを動かす能力）のことです。光ったり、熱を出したり、動かした
り、音を出したりするためには、エネルギーが必要です。

・再生可能
　エネルギー

　石油は燃やすとなくなってしまうけど、太陽の光はいつでも地上を照らしているよね。こ
のように、太陽光や水力、風力、地熱など、地球上に存在する、果てることなく使い続けら
れるエネルギーのことを、再生可能エネルギーと呼んでいます。日本は石油などの地下資源
が乏しい国なので、こうした再生可能なエネルギーを取り入れながら、電気をつくっていく
ことが大切です。再生可能エネルギーは、二酸化炭素や廃棄物を出さない、地球にやさしい
エネルギーであり、地球環境を守っていくための新たなエネルギー源として注目されていま
す。

・風力発電 　風の力でプロペラを回して、回る力（エネルギー）を電気に変えます。海の上の風を利用
して発電する洋上風力発電などもあります。水力発電と同様に、地球にやさしい再生可能エ
ネルギーですが、風車が回るときの騒音が生じたり、空を飛ぶ鳥さんが巻き込まれたりとい
った課題があります。

・太陽光発電 　シリコンなどの、半導体と呼ばれる物質の中には、太陽の光を当てると電気を発生させる
物質があります。この仕組みを利用して発電しているのが、太陽光発電です。この半導体を
パネルにして太陽光に向けて並べ、電気を集めます。みなさんのお家にも、屋根などにパネ
ルが取りつけてあるお家があるかもしれませんね。太陽光発電も、発電時に二酸化炭素を発
生させないため、地球にやさしい再生可能エネルギーですが、太陽が出ている時間帯しか発
電できないので、夜に電気を使うためには、電気を蓄えておく必要があります。

・地熱発電 　皆さんは温泉に行ったことがありますか。温泉が温かいのは、地熱と呼ばれる、地球の地
面の奥深くにあるマグマという熱い物質によって地下水が温められているからです。地熱発
電は、この地熱によって生まれる水蒸気を利用して、タービンと呼ばれる風車を回して、回
る力（エネルギー）を電気に変えています。地熱発電も、燃料がいらず、二酸化炭素を発生
させない、再生可能エネルギーの一つです。
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主に３・４年生の社会科で学習することば
（ゴミ処理・暮らしを支える水や電気について）

環境用語 説　　　　明　　　　文

・分別 　ごみを燃えるごみ、燃えないごみなど、種類ごとに分けて出すことです。分別することで、
ごみを処理しやすくなります。

・リサイクルマーク 　別のものを新しく作るための資源となるものにつけられたマークです。リサイクルマーク
がついているものは、ほかのごみと分別して種類別に出すことで、リサイクルすることがで
きるようになります。

・ごみの収集 　各家庭から種類ごとに分別して出されたごみをごみ収集車などで集めることです。きまり
を守って分別してごみを出すことで、ごみの収集がしやすくなるので、ごみを出す人ひがき
ちんと分別して捨てることが大切です。

・清掃工場 　清掃工場は、収集された燃えるごみを燃やすところです。ごみを燃やしたときに出る熱を
利用して、工場で使う電気もつくっている施設もあります。

・エコスラグ 　ごみを燃やしたときに出た灰などを再利用してできたガラス状のもので、道路工事の材料
などに使われています。

・処分場 　清掃工場でごみを燃やした後に残った灰などは、処分場といわれる場所に埋められます。
しかし、処分場をつくることができる場所や広さには限りがあるので、なるべくごみを出さ
ないことが大切です。

・３Ｒ
　（スリーアール）

　ごみになるものを減らすことをリデュース（Reduce）、何度も使えるものをくり返し使
うことをリユース（Reuse）といいます。この二つに、再び資源として利用するリサイクル
（Recycle）を合わせて、３Ｒといわれています。
　この３つのＲのうち、リデュースとリユースに取り組むためには電力等を使いませんが、
リサイクルをするためにはたくさんの電力や水などの資源を使います。したがって、リサイ
クルに出す前に、まずは一人一人が無駄を減らしてものを大切に使うよう、今一度見直して
みることが大切です。
　また、不要なものは買わないリフューズ（Refuse）、修理して長く使い続けるリペア
（Repair）を加えた５Ｒも最近使われるようになっています。
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（資料編）環境用語解説集
主に５・６年生の社会科で学習する言葉

（我が国の産業・国際協力）
環境用語 説　　　　明　　　　文

・環境保全 　地球環境を保護して、人間や動物などが生活しやすいように保つことです。

・ハイブリッドカー 　電気モーターとガソリンエンジンを組み合わせて効率のよい走り方をする自動車です。排
出ガスの中に、大気汚染のもととなる、有害な物質をあまり含まないので、環境にやさしい、
低公害車と呼ばれる自動車の一つです。

・プラグイン
　ハイブリッドカー

　家庭用の電源から電気をためて走る車です。排出ガスの中に、大気汚染のもととなる、有
害な物質をあまりふくまないので、環境にやさしい、低公害車と呼ばれる自動車の一つです。

・電気自動車 　充電器で充電し、電気モーターを動かして走る車です。排出ガスが排出されないので、大
気汚染のもととなる有害な物質を出さない、環境にやさしい、低公害車と呼ばれる自動車の
一つです。１回の充電で走ることができる距離が、まだガソリン車と比べて短いなどの課題
がありますが、現在、世界中で開発が進められています。

・燃料電池自動車 　水素と酸素から電気を作り、その電気の力で走ります。排気ガスを出さず、水だけを排出
するので、環境にやさしい車です。現在、さらなる普及に向け、開発が進められています。

・ソーラーカー 　車に取り付けられた太陽光パネルで電気を作り、その電気で走る車です。まだ一般的に実
用化されている段階ではありませんが、環境にやさしい車として期待されています。

・自動車の
　リサイクル

　日本では、年間約360万台もの車が廃車になっています。ゴミを減らし、自動車を正しく
処分するため、自動車会社と消費者が協力して、自動車のリサイクルを積極的に進めるため
の法律が定められました（自動車リサイクル法）。現在では、使い終わった自動車の95％以
上がリサイクルされています。

・バイオマス発電 　家畜のふんにょうや、生ゴミ、木くずなどをはっこうさせた際に発生するメタンガスとい
うガスを利用した発電方法です。ゴミを再利用して発電する、地球にやさしい再生可能エネ
ルギーです。

・BOD
　（ビーオーディー）

　生物化学的酸素要求量のことで、微生物が汚れを食べるために使った酸素の量という意味
です。川や湖などのよごれの程度を表す値で、水質の汚染の程度をあらわす目安の一つです。
数字が大きいほど汚れています。COD（→ｐ.22）

・京都議定書 　地球温暖化を食い止めるため、地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの温室効果ガスを
減らす割合を、国ごとに定めた取り決めのこと。1997年、京都市で開かれた国際連合の会
議に集まった役160ヵ国によって定められたもの。2005年２月に発効していますが、温室効
果ガス排出量の多いアメリカ合衆国などが批准していないなどの課題がありました。

・緑のカーテン 　窓の外にゴーヤやアサガオなどのつる性の植物を植え、植物の葉で日光を遮り、部屋の中
の温度を快適に保つ取組です。クーラーに頼らない、昔ながらの夏を涼しく住まう工夫の一
つです。

・温室効果ガス 　地球は太陽の熱で温められており、温められた熱の大部分は、宇宙に逃げていきますが、
大気中にある二酸化炭素などの温室効果ガスが、熱を地球に閉じ込める働きをしているため、
地球は快適な温かさに保たれています。しかし、産業が発達し、人間が石油や石炭をたくさ
ん燃やしていることなどが原因で、この温室効果ガスが増えすぎてしまい、地球の気温が上
昇するなど、問題を引き起こしています。

・地球温暖化 　大気中の温室効果ガスが増えることにより、地球全体の気温が上がってしまう現象のこと
を、地球温暖化といいます。地球温暖化が起こると、極地の氷が溶けて海水面が上昇し、水
没する地域が出てきたり、気候が変わることによって農作物が取れなくなったりといった問
題がたくさん起こってしまいます。そのため、できるかぎり温室効果ガスを出さないように
することが、世界全体の課題になっているのです。

・田中正造 　明治時代の中ごろから、足尾銅山（栃木県）の工場から出る有毒な煙や廃水が、山林を枯
らし、田畑や川の魚に大きな被害をもたらす公害事件が起こりました（足尾鉱毒事件）。こ
の公害により周辺の農民が深刻な被害を受けたため、衆議院議員の田中正造が農民の生活を
守るために反対運動を起こしました。
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主に５・６年生の社会科で学習する言葉
（我が国の産業・国際協力）

環境用語 説　　　　明　　　　文

・三種の神器 　第二次世界大戦後に、新しい生活を象徴するものとして紹介された家電製品のこと。テレ
ビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機の３つ。

・水俣病 　熊本県水俣市において、1953年頃から発生した公害病。水俣市は、明治時代末に化学肥
料工場ができ、工業都市となりましたが、メチル水銀という毒の入った排水を海に流してい
たため、汚染された魚介類を食べた住民が被害に遭いました。補償を求める人々の裁判には、
現在でも続いているものがあります。

・福島第一原子力発
　電所
　（福島県大熊町）

　東日本大震災において、予想以上の津波の被害によって爆発事故を起こしてしまいました。
この事故により、周辺地域には放射線物質が多く飛び散ってしまい、空気や土地が汚されて
しまいました。このため、今でももとの家に帰れない人たちがいます。地震が起こりやすい
日本において、原子力発電の安全を今後どのように確保すればよいか、見直しが進められて
います。

・除染作業
　（福島県川内村）

　原発事故で放射性物質が飛び散って広い範囲に降り注ぎました。放射性物質からは放射線
という、多く浴びると健康を害する物質が出ているので、地表の土をはぎ取ったり、建物の
壁を洗い流したりして、放射性物質を取り除いています。

・石油 　火力発電などのエネルギー源やプラスチックなどの原料として、私たちの日常生活にとっ
て欠かせないものです。しかし、石油の埋蔵量には限りがあり、また、石油を燃やすことに
よって発生する二酸化炭素が、地球温暖化を引き起こすことが分かっています。

・国際連合 　第二次世界大戦後、世界の平和と安全を守るために発足した機関であり、日本は1956年
に加盟しました。国際連合には国連機関と呼ばれる機関があり、経済、社会、文化、環境、
人権などの分野で活動しています。各機関の活動は、国連加盟国からの分担金だけでなく、
人々の募金によってもまかなわれています。

・持続可能な社会 　今生きている人だけでなく、未来に生きる人々が安心して生活できるよう、環境を大切に
し、資源を使い切ってしまわない社会の実現を目指す取組です。未来にわたって、より多く
の人々が豊かな生活を送るためには、よりよい環境を残していくことが重要です。開発を進
めながら環境を守っていくための努力や協力が、世界中で求められています。

・国際協力 　十分な社会環境が整備されていない発展途上国に対し、産業や生活のため、物資を届けた
り技術を伝えたりといった援助を、日本などの先進国と呼ばれる国が行っています。
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（資料編）環境用語解説集
４・５年生の理科で学習することば

（電流・エネルギー）
環境用語 説　　　　明　　　　文

・直列つなぎ 　乾電池の＋極と、別のかん電池の－極がつながっており、回路が途中で分かれないつなぎ
方のこと。

・並列つなぎ 　乾電池の＋極どうし、－極どうしがつながっており、回路が途中で分かれるつなぎ方のこ
と。

・光電池
　（こうでんち）

　太陽光などの光エネルギーを、電気エネルギーに変える電池のこと。（参考：太陽光発電
ｐ.16）

・バイオディーゼル
　燃料

　アブラナやヒマワリの種子から取り出した油は、バイオディーゼル燃料という、自動車な
どを走らせるための燃料になります。ガソリンや軽油などの量を減らすことができるため、
新たな燃料として期待されており、現在、これらの種子の油を利用する研究が進められてい
ます。

主に５・６年生の家庭科で学習することば

環境用語 説　　　　明　　　　文

地産地消 　地域で生産された作物をその地域で消費すること。輸送に要するエネルギーを節約するこ
とができるほか、長期保存のための農薬も減らすことができる。なるべく地元で生産された
新鮮なものを食べよう。

リサイクル（Recycle） →p.15

リデュース（Reduce） 　むだを減らすこと（最後まで使い切る・むだなく使う）

リフューズ（Refuse） 　不要なものは買わないこと（不要なものはもらわない）

リペア（Repair） 　修理して長く使い続けること（直して繰り返し使う）

リユース（Reuse） 　捨てるものをもう一度生かす工夫をすること（ゆずってもらう・繰り返し使う）

リターナブルマーク 　洗ってくり返し使われる、牛乳やビール瓶などのガラスびんについているマークのこと。
割れたりしないかぎり使うことができる、地球にやさしい容器です。

グリーンマーク 　原料に、規定の割合以上の古紙を利用している商品についているマークのこと。グリーン
マークのついたノートなどを選ぶことで、資源の無駄を減らすことができるね。

牛乳パック
再利用マーク

　使用済みの牛乳パックを原料として使用している商品のついているマークのこと。牛乳パ
ックは、トイレットペーパーなどの原料になるよ。

ペットボトル
リサイクル推奨マーク

　ペットボトルをリサイクルしてつくられた商品についているマークのこと。

エコマーク 　「生産」から「廃棄」に至る過程で環境への負担が少なく、環境保全に役立つ商品につけ
られたマークのこと。再生紙を使ったティッシュペーパーや、生活用品、事務用品など、さ
まざまな商品があります。

４Ｒ（よんアール） 　リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイクル（Recycle）の３Ｒにリフューズ
（Refuse）を加えた４つのＲのこと。
　リフューズとは「断る」という意味で、不用なものを買わないことや、包装や容器など必
要のない物を断ることです。

熱帯夜 　熱帯夜は最低気温が25℃以上になる夜のことで、地球温暖化の影響により、熱帯夜が増え
ていると言われています。

LED
（発光ダイオード）

　白熱電球や蛍光灯と比べ、熱エネルギーを発しないためエネルギーの効率が良く、寿命も
長いので、省エネルギー照明として注目されています。現在、家庭での使用はもちろん、信
号機などにも活用されています。
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（資料編）環境用語解説集

その他補足

環境用語 説　　　　明　　　　文

エネルギー自給率 　生活や経済活動に必要な一次エネルギーと呼ばれる、石油、石炭などの自然から採取され
た物質から創り出すエネルギーのうち、国内で確保できる割合のことを指します。日本は、
一次エネルギーのほとんどを輸入に頼っています。

オゾン層 　地球を取り巻く大気中にある層のこと。地球に降り注ぐ太陽光から、生き物の体に害を与
える紫外線を吸収する働きがあります。

オゾンホール 　オゾン層にあいた穴のことです。スプレー缶や使われなくなったエアコンなどから漏れた
フロンという物質が、オゾン層を壊してしまうため、穴が空いてしまったのです。オゾン層
がなくなってしまったら、紫外線が吸収されないため、皮膚がんの発生など、生物に害を与
える危険があります。

産業廃棄物 　工場から出るゴミのこと。（家庭から出るゴミのことは一般廃棄物と呼びます。）

砂漠化 　干ばつなどによる水不足、森林破壊、農地の土の流出などが原因となり、農作物が育たな
い土地（砂漠）がどんどん広がってしまうこと。いったん砂漠化してしまった土地を元に戻
すためには、たいへんな努力が必要となります。

酸性雨 　工場の煙や車の排気ガスが空気を汚すことで、雨に有害物質が混ざり、強い酸性の雨とな
って地上に降ります。酸性雨は、木の根を傷めて、木を枯らしてしまうため、環境破壊につ
ながってしまいます。工場の煙などの大気の汚れは、国境を越えて移動し、他の地域に酸性
雨を降らせてしまう場合もあるため、地球全体での取組が必要です。

生態系 　地球上のさまざまな動植物のすべてを含めた一つのまとまりのことを生態系と呼びます。
動物が植物の実を食べ、その動物の糞がまた植物の肥料となるように、それぞれの生物が補
い合うことによって生態系が成り立っています。人間が多く狩りをしすぎたり、生物が暮ら
す環境を汚してしまったりすると、特定の生物がいなくなってしまい、それが、ひいては生
態系全体のバランスをくずしてしまう危険があります。

ダイオキシン 　プラスチックを燃やした時などに出る有害な化学物質。かつて発がん性などで社会問題と
なりましたが、1997年にゴミ処理場の焼却炉に関する規制が作られてからは、発生が抑制
されるようになりました。

電池 　電気を貯めておくものを電池といいます。携帯電話やノートパソコン、電気自動車などに
使われ、充電して繰り返し使うことができる電池を蓄電池（充電池）といいます。

ヒートアイランド 　熱の島という意味です。都市部など、温度の下がりにくいアスファルトが密集していると
ころで、気温が上がってしまうために発生します。

フロンガス 　大気圏にあるオゾン層を破壊してしまう物質のこと。各国が協力してオゾン層を守るため、
1987年に、フロンの生産や消費量を規制する「モントリオール議定書」が採択され、フロ
ンを使った製品を削減し、フロンに代わる物質である代替フロンへ転換することが決められ
ました。しかし、この代替フロンは、オゾン層を壊すことはないものの、地球温暖化への影
響が指摘されており、現在、新たな対策が急がれています。

パリ協定 　パリ協定は、2015年12月に決定された、温室効果ガス（→ｐ.18）の排出量を減らすため
の国際的な約束です。パリ協定は、途上国を含む全ての国がこの約束をし、世界の温室効果
ガスの約３８％を占めるアメリカと中国が参加していることから、京都議定書に代わる国際
協定としてその動向が注目されています。

５Ｒ（ごアール） 　リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイクル（Recycle）、リフューズ
（Refuse）の４Ｒに、リペア（Repair）を加えた５つのＲのこと。
　捨てる前に、修理や補修を行い繰り返し使うことで、寿命が延びて長く使うことが出来ま
す。リペアを行うことで愛着がわき、物を大切にする心が生まれます。
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その他補足

環境用語 説　　　　明　　　　文

COD
（シーオーディー）

　化学的酸素要求量のこと。BOD（→ｐ.18）と同様に、川や湖の汚れを調べるときに用い
られます。微生物ではなく薬品を使って水の汚れを調べます。

CO₂
（シーオーツー）

　二酸化炭素のこと。温室効果ガスの一つ。（二酸化炭素という言葉は小学校６年生の理科
で学習するが、CO₂という化学式表記については、メディアでは頻出の単語であるが、小学
校では学習しないため、わかりやすく言い換えることが望ましい。）
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≪あ行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

い ESD（イーエスディー） １５ ４年
え エコスラグ １７ ４年

エコツアー １６ ４年
エコマーク ２０ ５年
エネルギー １６ ４年
エネルギー自給率 ２１ ‐
LED（発光ダイオード） ２０ ５年

お オゾン層 ２１ ‐
オゾンホール ２１ ‐
温室効果ガス １８ ５年

≪か行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

か 火力発電 １６ ４年
環境保全 １８ ５年

き 牛乳パック再利用マーク ２０ ５年
京都議定書 １８ ５年

く グリーンマーク ２０ ５年
け 下水処理場 １５ ４年

原子力発電 １６ ４年
こ ５Ｒ（ごアール） ２１ -

光電池（こうでんち） ２０ ４年
国際協力 １９ ６年
国連連合 １９ ６年
ごみの収集 １７ ４年

≪さ行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

さ 再生可能エネルギー １６ ４年
砂漠化 ２１ ‐

習う教科 … 社会 理科 家庭科
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さ 産業廃棄物 ２１ ‐
三種の神器 １９ ６年
酸性雨 ２１ ‐

し ＣＯＤ（シーオーディー） ２２ -
ＣＯ２（シーオーツー） ２２ -
資源 １５ ４年
持続可能な社会 １９ ５年
浄水場 １５ ４年
除染作業 １９ ６年
処分場 １７ ４年

す 水源の森 １５ ４年
水質検査 １５ ４年
水力発電 １６ ４年

３Ｒ（スリーアール） １７
４年
５年

せ 清掃工場 １７ ４年
生態系 ２１ ‐
石油 １９ ６年

そ 送電線 １６ ４年
ソーラーカー １８ ５年

≪た行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

た ダイオキシン ２１ ‐
太陽光発電 １６ ４年
田中正造 １８ ５年
ダム １５ ４年

ち 地球温暖化 １８ ５年
地産地消 ２０ 5 年
地熱発電 １６ ４年
直列つなぎ ２０ ４年

て 電気自動車 １８ ５年
電池 ２１ ‐

≪な行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

ね 熱帯夜 ２０ ５年
燃料電池自動車 １８ ５年
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≪は行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

は バイオディーゼル燃料 ２０ ５年
バイオマス発電 １８ ５年
ハイブリッドカー １８ ５年
パリ協定 ２１ －

ひ ＢＯＤ（ビーオーディー） １８ ５年
ヒートアイランド ２１ ‐

ふ 風力発電 １６ ４年
福島第一原子力発電所 １９ ６年
プラグインハイブリッドカー １８ ５年
フロンガス ２１ ‐
分別 １７ ４年

へ 並列つなぎ ２０ ４年
ペットボトルリサイクル推奨マーク ２０ ５年
変電所 １６ ４年

≪ま行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

み
緑のカーテン １８

５年
６年

水俣病 １９ ６年

≪や行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

よ ４Ｒ（よんアール） ２０ ５年

≪ら行≫

環 境 用 語 用語解説集の
掲載ページ

習う
学年
教科

り リサイクル １５ ３年
リサイクルマーク １７ ４年
リターナブルマーク ２０ ５年
リデュース ２０ ５年
リフューズ ２０ ５年
リユース ２０ ５年

れ レジ袋辞退カード １５ ３年
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小学校学習指導要領早見表（社会科（３・４年生））
目　　　標 内　　　　　容 取　　　　り上げるテーマ・学習の手法等 学習する

学年
環境学習出前講座の学習内容との

関連について
地域の産業や消費生
活の様子、人々の健
康な生活や良好な生
活環境及び安全を守
るための諸活動につ
いて理解できるよう
にし、地域社会の一
員としての自覚をも
つようにする。

・地域の生産や販売に関する仕事の特色、国内他地
域との関わりについて調べ、それらの仕事に携わ
っている人々の工夫を考えられることができるよ
うにする。

・「生産」…農家、工場　　　　の中から選択
・「販売」…商店（販売　　　　者と消費者）などを取り上げ、見学したり、実際に働

く人への聞き取り調査　　　　などを行いながら調べ、それらの人々が他地域など
（外国との関わりも）　　　　との関わりを持ちながら、様々な工夫をしていること
を具体的に考え得るこ　　　　とができるようにする。

３年生 関連ジャンル＜温暖化＞
・経済活動と温暖化
・はたらく人、産地、フードマイ

レージ
・農家の仕事、ビニールハウス、

生産投入エネルギー
・地産地消
・工場の仕事

・飲料水、電気、ガスの確保、廃棄物の処理につい
て調べ、これらの対策や事業は地域の人々の健康
な生活や良好な生活環境の維持と向上に役立って
いることを考えるようにする。

＊「飲料水、電気、ガス」　　　　の中から選択して取り上げ、見学・資料による調査等
により調べるとともに、　　　節水や節電などの資源の有効な利用についても扱う。

＊電気の確保については、　　　需要の増加に対して、主として火力、原子力、水力の
発電所から送り出され　　　　る電気によって安定供給が図られ、燃料や水資源の確
保のための対策や発電　　　　所から消費地に送電されるまでの事業が計画的に進め
られていること、地域　　　　の人々が節電や太陽エネルギーの利用に努めるなどの
工夫や協力をしている　　　　ことを取り上げることが考えられる。

＊「廃棄物の処理」につ　　　　いては、ごみ、下水のいずれかを選択して取り上げ、
廃棄物を資源として活　　　　用していることについても扱う。

＊地域の資源の再利用や　　　　生活排水の適正な処理などに関する法や決まりを守る
ことの大切さに気付く。

４年生 関連ジャンル＜自然＞＜ごみ＞
・水の動き、節水、浄水場
・水の汚れ、パックテスト
・水はどこから、水辺の生き物調

べ
・自然保護、自然浄化
・リサイクル、４R
・リサイクル教室
・限られた資源の有効利用

地域の地理的環境、
人々の生活の変化や
地域の発展に尽くし
た先人の働きについ
て理解できるように
し、地域社会に対す
る誇りと愛情を育て
るようにする。

・身近な地域や市（区町村）の特色ある地形、土地
利用、主な公共施設、交通、古い建造物などを具
体的に調べ、その地域の特色について理解を深め
る。

・方位、鳥瞰図や立体地　　　　図、空中（航空）写真などの活用し、地域の特色につ
いて調べる。

・主な地図記号を理解で　　　　きるようにする。

３年生 関連ジャンル＜自然＞
・学校周辺の散策（身近な自然に

目を向け興味を持つ）
・（道徳との関連）身近な自然、

動植物に優しい

・古くから残る暮らしに関わる道具、その頃の暮ら
しの様子を知り、過去の生活における人々の知恵
や工夫に気付く。

・地域の文化財や年中行事を具体的に調べ、地域の
人々の願いや保存・継承するための工夫や努力を
考えることができる。

・地域の発展に尽くした先人の具体的事例を調べ、
その働きや苦心を考えることができる。

＊昔の道具を使ってみる　　　　など、見学や体験を取り入れ、暮らしの変化や昔の人
の知恵を実感する。

＊地域の文化財の見学、　　　　文化財保全に関わる人のインタビュー、地域行事に参
加した児童の体験談な　　　　どから、地域社会への参加意欲を高める。

＊開発、教育、文化、産　　　　業など地域の発展に尽くした先人の中から、人物の業
績を中心に具体的事例　　　　を調査する。

３年生 関連ジャンル＜エネルギー＞
・暮らし方とCO₂、省エネ、古い道

具と昔の暮らし
・人々のくらし、道具、省エネ、

エネルギーなるほど体験

地域における社会的
事象を観察、調査す
るとともに、地図や
各種の具体的資料を
効果的に活用し、地
域社会の社会的事象
の特色や相互の関連
などについて考える
力、調べたことや考
えたことを表現する
力を育てるようにす
る。

・地域社会における災害や事故の防止を取り上げ、
地域の人々の安全を守るための関係機関の働きと、
そこに従事している人々の工夫や努力を考えるこ
とができるようにする。

＊「災害」…火災、風水　　　　害、地震
・「事故」…交通事故な　　　　どの事故防止、防犯の中から選択して取り上げ、見学、

調査したり資料を活用　　　　したりして調べ、人々の安全を守るための関係機関の
働きを具体的に理解す　　　　る。

＊地域の人々の安全な生　　　　活の維持と向上を図るための法や決まりを守ることの
大切さに気付くように　　　　する。

４年生 関連ジャンル＜自然＞
・気候変動
・温暖化から守るたった一つの地

球

・県の様子、特色（自分たちの市や県の地理的位置、
４７都道府県の名称と位置など白地図等を使って
調べる）

＊自然環境、伝統・文化　　　　などの地域資源を保護・活用している地域、伝統的な
工業などの地場産業の　　　　盛んな地域を取り上げる。

・日本や異国の国旗を尊　　　　重する態度を育てる。

４年生 関連ジャンル＜自然＞
・生物多様性、絶滅危惧種、外来

生物、「種」の保存、自然保護
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小学校学習指導要領早見表（社会科（３・４年生））
目　　　標 内　　　　　容 取　　　　り上げるテーマ・学習の手法等 学習する

学年
環境学習出前講座の学習内容との

関連について
地域の産業や消費生
活の様子、人々の健
康な生活や良好な生
活環境及び安全を守
るための諸活動につ
いて理解できるよう
にし、地域社会の一
員としての自覚をも
つようにする。

・地域の生産や販売に関する仕事の特色、国内他地
域との関わりについて調べ、それらの仕事に携わ
っている人々の工夫を考えられることができるよ
うにする。

・「生産」…農家、工場　　　　の中から選択
・「販売」…商店（販売　　　　者と消費者）などを取り上げ、見学したり、実際に働

く人への聞き取り調査　　　　などを行いながら調べ、それらの人々が他地域など
（外国との関わりも）　　　　との関わりを持ちながら、様々な工夫をしていること
を具体的に考え得るこ　　　　とができるようにする。

３年生 関連ジャンル＜温暖化＞
・経済活動と温暖化
・はたらく人、産地、フードマイ

レージ
・農家の仕事、ビニールハウス、

生産投入エネルギー
・地産地消
・工場の仕事

・飲料水、電気、ガスの確保、廃棄物の処理につい
て調べ、これらの対策や事業は地域の人々の健康
な生活や良好な生活環境の維持と向上に役立って
いることを考えるようにする。

＊「飲料水、電気、ガス」　　　　の中から選択して取り上げ、見学・資料による調査等
により調べるとともに、　　　節水や節電などの資源の有効な利用についても扱う。

＊電気の確保については、　　　需要の増加に対して、主として火力、原子力、水力の
発電所から送り出され　　　　る電気によって安定供給が図られ、燃料や水資源の確
保のための対策や発電　　　　所から消費地に送電されるまでの事業が計画的に進め
られていること、地域　　　　の人々が節電や太陽エネルギーの利用に努めるなどの
工夫や協力をしている　　　　ことを取り上げることが考えられる。

＊「廃棄物の処理」につ　　　　いては、ごみ、下水のいずれかを選択して取り上げ、
廃棄物を資源として活　　　　用していることについても扱う。

＊地域の資源の再利用や　　　　生活排水の適正な処理などに関する法や決まりを守る
ことの大切さに気付く。

４年生 関連ジャンル＜自然＞＜ごみ＞
・水の動き、節水、浄水場
・水の汚れ、パックテスト
・水はどこから、水辺の生き物調

べ
・自然保護、自然浄化
・リサイクル、４R
・リサイクル教室
・限られた資源の有効利用

地域の地理的環境、
人々の生活の変化や
地域の発展に尽くし
た先人の働きについ
て理解できるように
し、地域社会に対す
る誇りと愛情を育て
るようにする。

・身近な地域や市（区町村）の特色ある地形、土地
利用、主な公共施設、交通、古い建造物などを具
体的に調べ、その地域の特色について理解を深め
る。

・方位、鳥瞰図や立体地　　　　図、空中（航空）写真などの活用し、地域の特色につ
いて調べる。

・主な地図記号を理解で　　　　きるようにする。

３年生 関連ジャンル＜自然＞
・学校周辺の散策（身近な自然に

目を向け興味を持つ）
・（道徳との関連）身近な自然、

動植物に優しい

・古くから残る暮らしに関わる道具、その頃の暮ら
しの様子を知り、過去の生活における人々の知恵
や工夫に気付く。

・地域の文化財や年中行事を具体的に調べ、地域の
人々の願いや保存・継承するための工夫や努力を
考えることができる。

・地域の発展に尽くした先人の具体的事例を調べ、
その働きや苦心を考えることができる。

＊昔の道具を使ってみる　　　　など、見学や体験を取り入れ、暮らしの変化や昔の人
の知恵を実感する。

＊地域の文化財の見学、　　　　文化財保全に関わる人のインタビュー、地域行事に参
加した児童の体験談な　　　　どから、地域社会への参加意欲を高める。

＊開発、教育、文化、産　　　　業など地域の発展に尽くした先人の中から、人物の業
績を中心に具体的事例　　　　を調査する。

３年生 関連ジャンル＜エネルギー＞
・暮らし方とCO₂、省エネ、古い道

具と昔の暮らし
・人々のくらし、道具、省エネ、

エネルギーなるほど体験

地域における社会的
事象を観察、調査す
るとともに、地図や
各種の具体的資料を
効果的に活用し、地
域社会の社会的事象
の特色や相互の関連
などについて考える
力、調べたことや考
えたことを表現する
力を育てるようにす
る。

・地域社会における災害や事故の防止を取り上げ、
地域の人々の安全を守るための関係機関の働きと、
そこに従事している人々の工夫や努力を考えるこ
とができるようにする。

＊「災害」…火災、風水　　　　害、地震
・「事故」…交通事故な　　　　どの事故防止、防犯の中から選択して取り上げ、見学、

調査したり資料を活用　　　　したりして調べ、人々の安全を守るための関係機関の
働きを具体的に理解す　　　　る。

＊地域の人々の安全な生　　　　活の維持と向上を図るための法や決まりを守ることの
大切さに気付くように　　　　する。

４年生 関連ジャンル＜自然＞
・気候変動
・温暖化から守るたった一つの地

球

・県の様子、特色（自分たちの市や県の地理的位置、
４７都道府県の名称と位置など白地図等を使って
調べる）

＊自然環境、伝統・文化　　　　などの地域資源を保護・活用している地域、伝統的な
工業などの地場産業の　　　　盛んな地域を取り上げる。

・日本や異国の国旗を尊　　　　重する態度を育てる。

４年生 関連ジャンル＜自然＞
・生物多様性、絶滅危惧種、外来

生物、「種」の保存、自然保護
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小学校学習指導要領早見表（社会科（５年生））
目　　　標 内　　　　　容 取り上げるテーマ・学習の手法等 環境学習出前講座の学習内容との

関連について

我が国の国土の様子、
国土の環境と国民生
活との関連について
理解できるようにし、
環境の保全や自然災
害 の 防 止 の 重 要 性
について関心を深め、
国土に対する愛情を
育てるようにする。

・世界の主な大陸と海洋、主な国の名称と位置、我が国
の位置と領土

・国土の地形や気候の概要、自然条件から見て特色ある
地域の人々の生活

・公害から国民の健康や生活環境を守ることの大切さ
・国土保全のための森林資源の働き、自然災害の防止

＜国土の環境と人々の生活・産業との密接な関連をもっ
ていることを、広い視野から考える＞

・「主な国」…近隣　　　　諸国も含める。（地球儀や統計などの各種資料、立体模型など
の活用）

＊「自然条件から見　　　　て特色ある地域」…自然環境に適応しながら生活している人々
の工夫を具体的に　　　　扱う。

＊「公害」…大気汚　　　　染、水質汚濁などの中から具体的事例を選択して取り上げ、公
害の防止や環境改　　　　善に向けて成果を上げてきた関係の諸機関や人々の努力の様子
などを調査したり　　　　資料を活用して具体的に調べる。

＊森林資源の働きと　　　　その育成や保護に従事している人々の工夫や努力、環境保全の
ための国民一人一　　　　人の協力の大切さに気付く

関連ジャンル＜自然＞
・森林の役割
・温暖化

我が国の産業の様子、
産業と国民生活との
関連について理解で
きるようにし、我が
国の産業の発展や社
会の情報化の進展に
関心をもつようにす
る。

○我が国の農業や水産業
・様々な食料生産が国民の食生活を支えていること、食

料の中には外国から輸入しているものがあること
・我が国の主な食料生産物の分布、土地利用の特色
・食の安全確保、水資源の保護、栽培漁業の取組につい

て
・食料生産に従事している人々の工夫や努力、生産地と

消費地を結ぶ運輸などの働き

＜国民の食料を確保する重要な役割、自然環境との深い
関わりをもって営まれていることを考えるようにする
＞

・稲作、野菜、果物、　　　畜産物、水産物などの生産の中から一つを取り上げ、具体的に
調べる。（例：商　　　　品の広告のチラシを手掛かりにして主な食料の生産地を調査し
て白地図に書き表　　　　す活動や、地図帳や地球儀、統計資料などを利用して主な食料
のうち自給率の低　　　　い食料の品目や輸入先などを調べる活動）

・価格や費用、交通　　　　網について取り上げ、消費者の需要にこたえる生産や運輸の工
夫に気付く。（例　　　　：主な高速道路や鉄道網の資料、主な航路の資料を活用し、生
産物がどのように　　　　運ばれるのか、およその輸送経路・輸送手段を調べる活動）

関連ジャンル＜自然＞
・温暖化地産地消のメリット（フード

マイレージ）
・食糧と温暖化

○我が国の工業生産
・様々な工業製品が国民生活を支えていること
・我が国の各種工業生産や工業地域の分布
・工業生産に従事している人々の工夫や努力、工業生産

を支える貿易や運輸などの働き

＜我が国の工業生産が国民生活の向上や産業の発展に果
たしている役割を考えることができるようにする。＞

・金属工業、機械工　　　　業、石油化学工業、食料品工業などの中から一つを取り上げ、
その現状や特色を　　　　具体的に調べる。（分布図や統計資料などの活用を図り、我が
国の工業の種類別　　　　や規模別の生産額、工場数、工業地帯や主な工業地域の分布・
立地などを調べる　　　　。）

・我が国の工業生産　　　　に従事している人々が、消費者の多様な需要にこたえ、環境に
配慮しながら、優　　　　れた製品を生産するために様々な努力をしていることを具体的
に調べる（例：工　　　　場見学・視聴覚資料の活用等）

・価格や費用、交通　　　　網について取り上げ、原材料の原産地や主な輸送経路・輸送手
段について具体的　　　　に調べる。

・リサイクルまで考えた製品の開発に
ついて

・放送、新聞などの産業と国民生活との関わり
・情報化した社会の様子と国民生活との関わり

＜情報化の進展が国民生活の向上や産業の発展に大きな
影響を及ぼしていることについて考えことができるよ
うにする。＞

・新聞、放送の中か　　　　ら選択し、人々が日常生活や産業活動において必要な情報をど
のように入手しど　　　　のように生かしているのかなどについて具体的に調べる。

・情報ネットワーク　　　　を有効に活用して公共サービスの向上に努めている教育、福祉、
医療、防災などの　　　　中から選択し、仕事に従事している人から話を聞いたり、パン
フレットなどの資　　　　料を効果的に活動したり、インターネットで情報を収集・発信
する活動を取り入　　　　れたりする。

・ネットだけで調べない。自分で考え
る。現場を見る。

社会的事象を具体的に調査するとともに、地図や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を効果的に活用し、　　　　社会的事象の意味について考える力、調べたことや考えたこと
を表現する力を育てるようにする。
　・資料から必要な情報を読み取る。
　・資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえる。
　・複数の資料を関連付けて読み取る。
　・必要な資料を収集したり選択したりする。
　・資料を整理したり再構成したりする。
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小学校学習指導要領早見表（社会科（５年生））
目　　　標 内　　　　　容 取り上げるテーマ・学習の手法等 環境学習出前講座の学習内容との

関連について

我が国の国土の様子、
国土の環境と国民生
活との関連について
理解できるようにし、
環境の保全や自然災
害 の 防 止 の 重 要 性
について関心を深め、
国土に対する愛情を
育てるようにする。

・世界の主な大陸と海洋、主な国の名称と位置、我が国
の位置と領土

・国土の地形や気候の概要、自然条件から見て特色ある
地域の人々の生活

・公害から国民の健康や生活環境を守ることの大切さ
・国土保全のための森林資源の働き、自然災害の防止

＜国土の環境と人々の生活・産業との密接な関連をもっ
ていることを、広い視野から考える＞

・「主な国」…近隣　　　　諸国も含める。（地球儀や統計などの各種資料、立体模型など
の活用）

＊「自然条件から見　　　　て特色ある地域」…自然環境に適応しながら生活している人々
の工夫を具体的に　　　　扱う。

＊「公害」…大気汚　　　　染、水質汚濁などの中から具体的事例を選択して取り上げ、公
害の防止や環境改　　　　善に向けて成果を上げてきた関係の諸機関や人々の努力の様子
などを調査したり　　　　資料を活用して具体的に調べる。

＊森林資源の働きと　　　　その育成や保護に従事している人々の工夫や努力、環境保全の
ための国民一人一　　　　人の協力の大切さに気付く

関連ジャンル＜自然＞
・森林の役割
・温暖化

我が国の産業の様子、
産業と国民生活との
関連について理解で
きるようにし、我が
国の産業の発展や社
会の情報化の進展に
関心をもつようにす
る。

○我が国の農業や水産業
・様々な食料生産が国民の食生活を支えていること、食

料の中には外国から輸入しているものがあること
・我が国の主な食料生産物の分布、土地利用の特色
・食の安全確保、水資源の保護、栽培漁業の取組につい

て
・食料生産に従事している人々の工夫や努力、生産地と

消費地を結ぶ運輸などの働き

＜国民の食料を確保する重要な役割、自然環境との深い
関わりをもって営まれていることを考えるようにする
＞

・稲作、野菜、果物、　　　畜産物、水産物などの生産の中から一つを取り上げ、具体的に
調べる。（例：商　　　　品の広告のチラシを手掛かりにして主な食料の生産地を調査し
て白地図に書き表　　　　す活動や、地図帳や地球儀、統計資料などを利用して主な食料
のうち自給率の低　　　　い食料の品目や輸入先などを調べる活動）

・価格や費用、交通　　　　網について取り上げ、消費者の需要にこたえる生産や運輸の工
夫に気付く。（例　　　　：主な高速道路や鉄道網の資料、主な航路の資料を活用し、生
産物がどのように　　　　運ばれるのか、およその輸送経路・輸送手段を調べる活動）

関連ジャンル＜自然＞
・温暖化地産地消のメリット（フード

マイレージ）
・食糧と温暖化

○我が国の工業生産
・様々な工業製品が国民生活を支えていること
・我が国の各種工業生産や工業地域の分布
・工業生産に従事している人々の工夫や努力、工業生産

を支える貿易や運輸などの働き

＜我が国の工業生産が国民生活の向上や産業の発展に果
たしている役割を考えることができるようにする。＞

・金属工業、機械工　　　　業、石油化学工業、食料品工業などの中から一つを取り上げ、
その現状や特色を　　　　具体的に調べる。（分布図や統計資料などの活用を図り、我が
国の工業の種類別　　　　や規模別の生産額、工場数、工業地帯や主な工業地域の分布・
立地などを調べる　　　　。）

・我が国の工業生産　　　　に従事している人々が、消費者の多様な需要にこたえ、環境に
配慮しながら、優　　　　れた製品を生産するために様々な努力をしていることを具体的
に調べる（例：工　　　　場見学・視聴覚資料の活用等）

・価格や費用、交通　　　　網について取り上げ、原材料の原産地や主な輸送経路・輸送手
段について具体的　　　　に調べる。

・リサイクルまで考えた製品の開発に
ついて

・放送、新聞などの産業と国民生活との関わり
・情報化した社会の様子と国民生活との関わり

＜情報化の進展が国民生活の向上や産業の発展に大きな
影響を及ぼしていることについて考えことができるよ
うにする。＞

・新聞、放送の中か　　　　ら選択し、人々が日常生活や産業活動において必要な情報をど
のように入手しど　　　　のように生かしているのかなどについて具体的に調べる。

・情報ネットワーク　　　　を有効に活用して公共サービスの向上に努めている教育、福祉、
医療、防災などの　　　　中から選択し、仕事に従事している人から話を聞いたり、パン
フレットなどの資　　　　料を効果的に活動したり、インターネットで情報を収集・発信
する活動を取り入　　　　れたりする。

・ネットだけで調べない。自分で考え
る。現場を見る。

社会的事象を具体的に調査するとともに、地図や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を効果的に活用し、　　　　社会的事象の意味について考える力、調べたことや考えたこと
を表現する力を育てるようにする。
　・資料から必要な情報を読み取る。
　・資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえる。
　・複数の資料を関連付けて読み取る。
　・必要な資料を収集したり選択したりする。
　・資料を整理したり再構成したりする。
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小学校学習指導要領早見表（理科（３・４年生））
学年 目　　　標 内　　　容 取り上げるテーマ・学習の手法等 環境学習出前講座の学習内容との

関連について
３学年 　物の重さ、風やゴムの力並びに光、

磁石及び電気を働かせたときの現象
を比較しながら調べ、見いだした問
題を興味・関心をもって追求したり
ものづくりをしたりする活動を通し
て、それらの性質や働きについての
見方や考え方を養う。

A　物質・エネルギー
（１）物と重さ
　　　粘土を使い、物の重さや体積を調べ、物の性質に　　　　ついての考えをもつ。
（２）風やゴムの働き
　　　風やゴムで物が動く様子を調べ、その働きについ　　　　ての考えをもつ。
（３）光の性質
　　　鏡などを使い、光の進み方やその明るさや暖かさ　　　　を調べ、光の性質につ
　　いての考えをもつ。
（４）磁石の性質
　　　磁石に付く物や磁石の働きを調べ、その性質につ　　　　いての考えをもつ。
（５）電気の通り道
　　　乾電池に豆電球などをつなぎ、電気を通すつなぎ　　　　方や電気を通すものを
　　調べ、電気の回路についての考えをもつ。

＊３種類以上のものづくりを行う。

　身近に見られる動物や植物、日な
たと日陰の地面を比較しながら調べ、
見いだした問題を興味・関心をもっ
て追究する活動を通じて、生物を愛
護する態度を育てるとともに、生物
の成長のきまりや体のつくり、生物
と環境とのかかわり、太陽と地面の
様子との関係についての見方や考え
方を養う。

Ｂ　生命・地球
（１）昆虫と植物
　　　身近な昆虫や植物を探したり育てたりして、成長　　　　の過程や体のつくりを
　　調べ、それらの成長のきまりや体のつくりについて　　　　の考えをもつ。
（２）身近な自然の観察
　　　身の回りの生物の様子を調べ、生物とその周辺の　　　　環境との関係について
　　の考えをもつ。
（３）太陽と地面の様子
　　　日陰の位置の変化や、日なたと日陰の地面の様子　　　　を調べ、太陽と地面の
　　様子との関係についての考えをもつ。

＊（１）については、飼育・栽培を
行う。（植物は夏生一年生の双子
葉植物を扱うこと。）

＊（３）については、太陽が東から
南を通って西に動くことを取り扱
う。また、太陽の動きを調べると
きの方位は東、西、南、北を扱う。

・生物は、その周辺の環境とかかわ
って生きていること。

・ヘチマを育てる
・グリーンカーテン
　（節電、CO₂削減）

４学年 　空気や水、物の状態の変化、電気
による現象を力、熱、電気の働きと
関連付けながら調べ、見いだした問
題を興味・関心をもって追究したも
のづくりをしたりする活動を通して、
それらの性質や働きについての見方
や考え方を養う。

A　物質・エネルギー
（１）空気と水の性質
　　　閉じ込めた空気及び水に力を加え、その体積や圧

お
　　　　し返す力の変化を調べ、

　　空気及び水の性質についての考えをもつ。
（２）金属、水、空気と温度
　　　金属、水及び空気を温めたり冷やしたりして、そ　　　　れらの変化の様子を調
　　べ、金属、水及び空気の性質についての考えをもつ。
（３）電気の働き
　　　乾電池や光電池に豆電球やモーターなどをつなぎ、　　　乾電池や光電池の働き
　　を調べ、電気の働きについての考えをもつ。

＊２種類以上のものづくりを行うも
のとする。

＊（３）については、直列つなぎと
並列つなぎを扱うものとする。

・ふしぎ電気教室
・光電池（再生可能エネルギー、省

エネ）
・電気自動車
・温暖化の影響のしくみ
・水の動き、暖まり方、地球上での

水の姿、移動
（社会科との関連）

　人の体のつくり、動物の活動や植
物の成長、天気の様子、月や星の位
置の変化を温度、季節、気温、時間
などと関連付けながら調べ、見いだ
した問題を興味・関心をもって追究
する活動を通して、生物を愛護する
態度を育てるとともに、人の体のつ
くりと運動、動物の活動や植物の成
長と環境のかかわり、気象現象、月
や星の動きについての見方や考え方
を養う。

Ｂ　生命・地球
（１）人の体のつくりと運動
　　　人や他の動物の体の動きを観察したり資料を活用　　　　したりして、骨や筋肉
　　の働きを調べ、人の体のつくりと運動とのかかわり　　　　についての考えをもつ。
（２）季節と生物
　　　身近な動物や植物を探したり育てたりして、季節　　　　ごとの動物の活動や植
　　物の成長を調べ、それらの活動や成長と環境とのか　　　　かわりについて考えを
　　もつ。
（３）天気の様子
　　　１日の気温の変化や水が蒸発する様子などを観察　　　　し、天気や気温の変化、
　　水と水蒸気との関係を調べ、天気の様子や自然界の　　　　水の変化についての考
　　えをもつ。
（４）月と星
　　　月や星を観察し、月の位置と星の明るさや色及び　　　　位置を調べ、月や星の
　　特徴や動きについての考えをもつことができる。

＊（１）については、関節の働きを
扱うものとする。

＊（２）については、１年を通して
動物の活動や植物の成長をそれぞ
れ２種類以上観察するものとする。

・温暖化の生物への影響について
・身近な自然（春夏秋冬）
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小学校学習指導要領早見表（理科（３・４年生））
学年 目　　　標 内　　　容 取り上げるテーマ・学習の手法等 環境学習出前講座の学習内容との

関連について
３学年 　物の重さ、風やゴムの力並びに光、

磁石及び電気を働かせたときの現象
を比較しながら調べ、見いだした問
題を興味・関心をもって追求したり
ものづくりをしたりする活動を通し
て、それらの性質や働きについての
見方や考え方を養う。

A　物質・エネルギー
（１）物と重さ
　　　粘土を使い、物の重さや体積を調べ、物の性質に　　　　ついての考えをもつ。
（２）風やゴムの働き
　　　風やゴムで物が動く様子を調べ、その働きについ　　　　ての考えをもつ。
（３）光の性質
　　　鏡などを使い、光の進み方やその明るさや暖かさ　　　　を調べ、光の性質につ
　　いての考えをもつ。
（４）磁石の性質
　　　磁石に付く物や磁石の働きを調べ、その性質につ　　　　いての考えをもつ。
（５）電気の通り道
　　　乾電池に豆電球などをつなぎ、電気を通すつなぎ　　　　方や電気を通すものを
　　調べ、電気の回路についての考えをもつ。

＊３種類以上のものづくりを行う。

　身近に見られる動物や植物、日な
たと日陰の地面を比較しながら調べ、
見いだした問題を興味・関心をもっ
て追究する活動を通じて、生物を愛
護する態度を育てるとともに、生物
の成長のきまりや体のつくり、生物
と環境とのかかわり、太陽と地面の
様子との関係についての見方や考え
方を養う。

Ｂ　生命・地球
（１）昆虫と植物
　　　身近な昆虫や植物を探したり育てたりして、成長　　　　の過程や体のつくりを
　　調べ、それらの成長のきまりや体のつくりについて　　　　の考えをもつ。
（２）身近な自然の観察
　　　身の回りの生物の様子を調べ、生物とその周辺の　　　　環境との関係について
　　の考えをもつ。
（３）太陽と地面の様子
　　　日陰の位置の変化や、日なたと日陰の地面の様子　　　　を調べ、太陽と地面の
　　様子との関係についての考えをもつ。

＊（１）については、飼育・栽培を
行う。（植物は夏生一年生の双子
葉植物を扱うこと。）

＊（３）については、太陽が東から
南を通って西に動くことを取り扱
う。また、太陽の動きを調べると
きの方位は東、西、南、北を扱う。

・生物は、その周辺の環境とかかわ
って生きていること。

・ヘチマを育てる
・グリーンカーテン
　（節電、CO₂削減）

４学年 　空気や水、物の状態の変化、電気
による現象を力、熱、電気の働きと
関連付けながら調べ、見いだした問
題を興味・関心をもって追究したも
のづくりをしたりする活動を通して、
それらの性質や働きについての見方
や考え方を養う。

A　物質・エネルギー
（１）空気と水の性質
　　　閉じ込めた空気及び水に力を加え、その体積や圧

お
　　　　し返す力の変化を調べ、

　　空気及び水の性質についての考えをもつ。
（２）金属、水、空気と温度
　　　金属、水及び空気を温めたり冷やしたりして、そ　　　　れらの変化の様子を調
　　べ、金属、水及び空気の性質についての考えをもつ。
（３）電気の働き
　　　乾電池や光電池に豆電球やモーターなどをつなぎ、　　　乾電池や光電池の働き
　　を調べ、電気の働きについての考えをもつ。

＊２種類以上のものづくりを行うも
のとする。

＊（３）については、直列つなぎと
並列つなぎを扱うものとする。

・ふしぎ電気教室
・光電池（再生可能エネルギー、省

エネ）
・電気自動車
・温暖化の影響のしくみ
・水の動き、暖まり方、地球上での

水の姿、移動
（社会科との関連）

　人の体のつくり、動物の活動や植
物の成長、天気の様子、月や星の位
置の変化を温度、季節、気温、時間
などと関連付けながら調べ、見いだ
した問題を興味・関心をもって追究
する活動を通して、生物を愛護する
態度を育てるとともに、人の体のつ
くりと運動、動物の活動や植物の成
長と環境のかかわり、気象現象、月
や星の動きについての見方や考え方
を養う。

Ｂ　生命・地球
（１）人の体のつくりと運動
　　　人や他の動物の体の動きを観察したり資料を活用　　　　したりして、骨や筋肉
　　の働きを調べ、人の体のつくりと運動とのかかわり　　　　についての考えをもつ。
（２）季節と生物
　　　身近な動物や植物を探したり育てたりして、季節　　　　ごとの動物の活動や植
　　物の成長を調べ、それらの活動や成長と環境とのか　　　　かわりについて考えを
　　もつ。
（３）天気の様子
　　　１日の気温の変化や水が蒸発する様子などを観察　　　　し、天気や気温の変化、
　　水と水蒸気との関係を調べ、天気の様子や自然界の　　　　水の変化についての考
　　えをもつ。
（４）月と星
　　　月や星を観察し、月の位置と星の明るさや色及び　　　　位置を調べ、月や星の
　　特徴や動きについての考えをもつことができる。

＊（１）については、関節の働きを
扱うものとする。

＊（２）については、１年を通して
動物の活動や植物の成長をそれぞ
れ２種類以上観察するものとする。

・温暖化の生物への影響について
・身近な自然（春夏秋冬）
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小学校学習指導要領早見表（理科（５年生））
目　　　標 内　　　容 取り上げるテーマ・学習の手法等 環境学習出前講座の学習内容との

関連について

　物の溶け方、振り子の運動、電磁
石の変化や働きをそれらにかかわる
条件に目を向けながら調べ、見いだ
した問題を計画的に追究したりもの
づくりをしたりする活動を通して、
物の変化の規則性についての見方や
考え方を養う。

Ａ　物質・エネルギー
（１）物の溶け方
　　　物を水に溶かし、水の温度や量による溶け方の違いを調べ、　　　物の溶け方の規則性に

　ついての考えをもつ。
（２）振り子の運動
　　　おもりを使い、おもりの重さや糸の長さなどを変えて振り　　　　子の動く様子を調べ、

　振り子の運動の規則性についての考えをもつ。
（３）電流の働き
　　　電磁石の導線に電流を流し、電磁石の強さの変化を調べ、　　　　電流の働きについての

　考えをもつことができる。

＊２種類以上のものづくりを行うも
のとする。

・電磁石の利用
・エネルギーなるほど体験
・鉄のリサイクル
・生活の中で電気が多く使われる

（省エネ・節電）

　植物の発芽から結実までの過程、
動物の発生や成長、流水の様子、天
気の変化を条件、時間、水量、自然
災害などに目を向けながら調べ、見
いだした問題を計画的に追究する活
動を通して、生命を尊重する態度を
育てるとともに、生命の連続性、流
水の働き、気象現象の規則性につい
ての見方や考え方を養う。

Ｂ　生命・地球
（１）植物の発芽、成長、結実
　　　植物を育て、植物の発芽、成長及び結実の様子を調べ、植　　　　物の発芽、成長及び結

　実とその条件についての考えをもつ。
（２）動物の誕生
　　　魚を育てたり人の発生についての資料を活用したりして、　　　　卵の変化の様子や水中

　の小さな生物を調べ、動物の発生や成長についての考えをも　　　　つ。
（３）流水の働き
　　　地面を流れる水や川の様子を観察し、流れる水の速さや量　　　　による働きの違いを調

　べ、流れる水の働きと土地の変化の関係についての考えをも　　　　つ。
（４）天気の変化
　　　１日の雲の様子を観測したり、映像などの情報を活用した　　　　りして、雲の動きなど

　を調べ、天気の変化の仕方についての考えをもつ。

＊（１）について、「種子の中の養
分」についてはでんぷんを扱う。
おしべ、めしべ、がく及び花びら
を扱うこと。また、受粉について
は、風や昆虫などが関係している
ことにも触れること。

＊（２）については、受精に至る過
程は取り扱わないものとする。

＊（４）については、対分の進路に
よる天気の変化や台風と降雨との
関係についても触れるものとする。

・発芽、グリーンカーテン
・BDF（種子→油）
・水辺の生き物調べ（メダカ）
・水中の微生物、食物連鎖、水中生

物のすみか
・ゴミの影響
・台風大型化←温暖化の影響
・異常気象
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小学校学習指導要領早見表（理科（５年生））
目　　　標 内　　　容 取り上げるテーマ・学習の手法等 環境学習出前講座の学習内容との

関連について

　物の溶け方、振り子の運動、電磁
石の変化や働きをそれらにかかわる
条件に目を向けながら調べ、見いだ
した問題を計画的に追究したりもの
づくりをしたりする活動を通して、
物の変化の規則性についての見方や
考え方を養う。

Ａ　物質・エネルギー
（１）物の溶け方
　　　物を水に溶かし、水の温度や量による溶け方の違いを調べ、　　　物の溶け方の規則性に

　ついての考えをもつ。
（２）振り子の運動
　　　おもりを使い、おもりの重さや糸の長さなどを変えて振り　　　　子の動く様子を調べ、

　振り子の運動の規則性についての考えをもつ。
（３）電流の働き
　　　電磁石の導線に電流を流し、電磁石の強さの変化を調べ、　　　　電流の働きについての

　考えをもつことができる。

＊２種類以上のものづくりを行うも
のとする。

・電磁石の利用
・エネルギーなるほど体験
・鉄のリサイクル
・生活の中で電気が多く使われる

（省エネ・節電）

　植物の発芽から結実までの過程、
動物の発生や成長、流水の様子、天
気の変化を条件、時間、水量、自然
災害などに目を向けながら調べ、見
いだした問題を計画的に追究する活
動を通して、生命を尊重する態度を
育てるとともに、生命の連続性、流
水の働き、気象現象の規則性につい
ての見方や考え方を養う。

Ｂ　生命・地球
（１）植物の発芽、成長、結実
　　　植物を育て、植物の発芽、成長及び結実の様子を調べ、植　　　　物の発芽、成長及び結

　実とその条件についての考えをもつ。
（２）動物の誕生
　　　魚を育てたり人の発生についての資料を活用したりして、　　　　卵の変化の様子や水中

　の小さな生物を調べ、動物の発生や成長についての考えをも　　　　つ。
（３）流水の働き
　　　地面を流れる水や川の様子を観察し、流れる水の速さや量　　　　による働きの違いを調

　べ、流れる水の働きと土地の変化の関係についての考えをも　　　　つ。
（４）天気の変化
　　　１日の雲の様子を観測したり、映像などの情報を活用した　　　　りして、雲の動きなど

　を調べ、天気の変化の仕方についての考えをもつ。

＊（１）について、「種子の中の養
分」についてはでんぷんを扱う。
おしべ、めしべ、がく及び花びら
を扱うこと。また、受粉について
は、風や昆虫などが関係している
ことにも触れること。

＊（２）については、受精に至る過
程は取り扱わないものとする。

＊（４）については、対分の進路に
よる天気の変化や台風と降雨との
関係についても触れるものとする。

・発芽、グリーンカーテン
・BDF（種子→油）
・水辺の生き物調べ（メダカ）
・水中の微生物、食物連鎖、水中生

物のすみか
・ゴミの影響
・台風大型化←温暖化の影響
・異常気象
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小学校学習指導要領早見表（社会科（６年生）） ◎　社　会　◎

目　　　標 内　　　　　容 取り上げるテーマ・学習の手法等 環境学習出前講座の学習内容との
関連について

・国家。社会の発展
に大きな働きをし
た先人の業績や優
れた文化遺産につ
いて興味・関心と
理解を深めるよ
うにするとともに、
我が国の歴史や伝
統を大切にし、国
を愛する心情を育
てるようにする。

・日常生活における
政治の働きと我が
国の政治の考え方
及び我が国と関係
の各国の生活や国
際社会における
我が国の役割を理
解できるようにし、
平和を願う日本人
として世界の国々
の人々と共に生き
ていくことが大切
であることを自覚
できるようにする。

・社会的事象を具体
的に調査するとと
もに、地図や地球
儀、年表などの各
種の基礎的資料を
効果的に活用し、
社会的事象の意味
をより広い視野か
ら考える力、調べ
たことや考えたこ
とを表現する力を
育てるようにする。

・我が国の歴史上の主な事象について人物の働きや代表
的な文化遺産を中心に遺跡や文化財、資料などを活用
して調べ、歴史を学ぶ生きを考えるようにするととも
に、自分たちの生活の歴史的背景、我が国の歴史や先
人の働きについて理解と関心を深めるようにする。

・我が国の政治の働きについて、国民生活には地方公共
団体や国の政治の働きが反映していること、日本国憲
法は、国家の理想、天皇の地位、国民としての権利及
び義務など国家や国民背活の基本を定めていることを
調査したり資料を活用したりして調べ、国民主権と関
連付けて政治は国民生活の安定と向上を図るために大
切な働きをしていること、現在の我が国の民主政治は
日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考
えるようにする。

・世界の中の日本の役割について、我が国と経済や文化
などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子や我
が国の国際交流や国際協力の様子及び平和な国際社会
の実現に努力している国際連合の働きを調査したり地
図や地球儀、資料などを活用したりして調べ、外国の
人々と共に生きていくためには異なる文化や習慣を理
解し合うことが大切であること、世界平和の大切さと
我が国が世界において重要な役割を果たしていること
を考えるようにする。

・児童の興味・関心　　　　を重視し、取り上げる人物や文化遺産の重点の置き方に工夫を
加えるなど、精選　　　　して具体的に理解できるようにすること。

・歴史学習全体を通　　　　して、我が国は長い歴史をもち伝統や文化を育んできたこと、
我が国の歴史は政　　　　治の中心地や世の中の様子などによっていくつかの時期に分け
られることに気付　　　　くようにすること。

・神話・伝承につい　　　　ては、古事記、日本書紀、風土記などの中から適切なものを取
り上げること。

・歴史的人物を取り　　　　上げ、人物の働きを通して学習できるように指導すること。
・政治の働きと国民　　　　生活との関係を具体的に指導する際には、各々の国民の祝日に

関心をもち、その　　　　意義を考えさせるよう配慮する。
・国会などの議会政　　　　治や選挙の意味、国会と内閣と裁判所の三権相互の関連、国民

の司法参加、租税　　　　の役割などについても扱う。
・地方公共団体や国　　　　の政治の働きについては、社会保障、災害復旧の取組、地域の

開発などの中から　　　　選択して取り上げ、具体的に調べられるようにする。
・天皇の地位につい　　　　ては、日本国憲法に定める天皇の国事に関する行為など児童に

理解しやすい具体　　　　的事項を取り上げ、歴史に関する学習との関連も図りながら、
天皇についての理　　　　解と敬愛の念を深めるようにする。

・我が国とつながり　　　　が深い国から数カ国を取り上げること。その際、それらの中か
ら児童が一か国を　　　　選択して調べるよう配慮し、様々な外国の文化を具体的に理解
できるようにする　　　　とともに、我が国や諸外国の伝統や文化を尊重しようとする態
度を養う。

・「国際交流」につ　　　　いてはスポーツ、文化の中から「国際協力」については教育、
医学、農業などの　　　　分野で世界に貢献している事例の中からそれぞれ選択して取り
上げ、国際社会に　　　　おける我が国の役割を具体的に考えるようにする。

・「国際連合の働き　　　　」については、網羅的、抽象的な扱いにならないよう、ユニセ
フやユネスコの身　　　　近な活動を取り上げて具体的に調べるようにする。

・我が国の国旗と国　　　　歌の意義を考えさせ、これを尊重する態度を育てるとともに、
諸外国の国旗と国　　　　歌も同様に尊重する態度を育てるよう配慮すること。

・フェアトレード
・国際関係・グローバル
・未来計画
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小学校学習指導要領早見表（社会科（６年生）） ◎　社　会　◎

目　　　標 内　　　　　容 取り上げるテーマ・学習の手法等 環境学習出前講座の学習内容との
関連について

・国家。社会の発展
に大きな働きをし
た先人の業績や優
れた文化遺産につ
いて興味・関心と
理解を深めるよ
うにするとともに、
我が国の歴史や伝
統を大切にし、国
を愛する心情を育
てるようにする。

・日常生活における
政治の働きと我が
国の政治の考え方
及び我が国と関係
の各国の生活や国
際社会における
我が国の役割を理
解できるようにし、
平和を願う日本人
として世界の国々
の人々と共に生き
ていくことが大切
であることを自覚
できるようにする。

・社会的事象を具体
的に調査するとと
もに、地図や地球
儀、年表などの各
種の基礎的資料を
効果的に活用し、
社会的事象の意味
をより広い視野か
ら考える力、調べ
たことや考えたこ
とを表現する力を
育てるようにする。

・我が国の歴史上の主な事象について人物の働きや代表
的な文化遺産を中心に遺跡や文化財、資料などを活用
して調べ、歴史を学ぶ生きを考えるようにするととも
に、自分たちの生活の歴史的背景、我が国の歴史や先
人の働きについて理解と関心を深めるようにする。

・我が国の政治の働きについて、国民生活には地方公共
団体や国の政治の働きが反映していること、日本国憲
法は、国家の理想、天皇の地位、国民としての権利及
び義務など国家や国民背活の基本を定めていることを
調査したり資料を活用したりして調べ、国民主権と関
連付けて政治は国民生活の安定と向上を図るために大
切な働きをしていること、現在の我が国の民主政治は
日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考
えるようにする。

・世界の中の日本の役割について、我が国と経済や文化
などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子や我
が国の国際交流や国際協力の様子及び平和な国際社会
の実現に努力している国際連合の働きを調査したり地
図や地球儀、資料などを活用したりして調べ、外国の
人々と共に生きていくためには異なる文化や習慣を理
解し合うことが大切であること、世界平和の大切さと
我が国が世界において重要な役割を果たしていること
を考えるようにする。

・児童の興味・関心　　　　を重視し、取り上げる人物や文化遺産の重点の置き方に工夫を
加えるなど、精選　　　　して具体的に理解できるようにすること。

・歴史学習全体を通　　　　して、我が国は長い歴史をもち伝統や文化を育んできたこと、
我が国の歴史は政　　　　治の中心地や世の中の様子などによっていくつかの時期に分け
られることに気付　　　　くようにすること。

・神話・伝承につい　　　　ては、古事記、日本書紀、風土記などの中から適切なものを取
り上げること。

・歴史的人物を取り　　　　上げ、人物の働きを通して学習できるように指導すること。
・政治の働きと国民　　　　生活との関係を具体的に指導する際には、各々の国民の祝日に

関心をもち、その　　　　意義を考えさせるよう配慮する。
・国会などの議会政　　　　治や選挙の意味、国会と内閣と裁判所の三権相互の関連、国民

の司法参加、租税　　　　の役割などについても扱う。
・地方公共団体や国　　　　の政治の働きについては、社会保障、災害復旧の取組、地域の

開発などの中から　　　　選択して取り上げ、具体的に調べられるようにする。
・天皇の地位につい　　　　ては、日本国憲法に定める天皇の国事に関する行為など児童に

理解しやすい具体　　　　的事項を取り上げ、歴史に関する学習との関連も図りながら、
天皇についての理　　　　解と敬愛の念を深めるようにする。

・我が国とつながり　　　　が深い国から数カ国を取り上げること。その際、それらの中か
ら児童が一か国を　　　　選択して調べるよう配慮し、様々な外国の文化を具体的に理解
できるようにする　　　　とともに、我が国や諸外国の伝統や文化を尊重しようとする態
度を養う。

・「国際交流」につ　　　　いてはスポーツ、文化の中から「国際協力」については教育、
医学、農業などの　　　　分野で世界に貢献している事例の中からそれぞれ選択して取り
上げ、国際社会に　　　　おける我が国の役割を具体的に考えるようにする。

・「国際連合の働き　　　　」については、網羅的、抽象的な扱いにならないよう、ユニセ
フやユネスコの身　　　　近な活動を取り上げて具体的に調べるようにする。

・我が国の国旗と国　　　　歌の意義を考えさせ、これを尊重する態度を育てるとともに、
諸外国の国旗と国　　　　歌も同様に尊重する態度を育てるよう配慮すること。

・フェアトレード
・国際関係・グローバル
・未来計画
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小学校学習指導要領早見表（理科（６年生）） ◎　理　科　◎

目　　　標 内　　　容 取り上げるテーマ・学習の方法 環境学習出前講座の学習内容との
関連について

　燃焼、水溶液、てこ及び電気によ
る現象についての要因や規則性を推
論しながら調べ、見いだした問題を
計画的に追究したりものづくりをし
たりする活動を通して、物の性質や
規則性についての見方や考え方を養
う。

Ａ物質・エネルギー
（１）燃焼の仕組み
　　　物を燃やし、物や空気の変化を調べ、燃焼の仕組みについ　　　　ての考えをもつ。
（２）水溶液の性質
　　　いろいろな水溶液を使い、その性質や金属を変化させる様　　　　子を調べ、水溶液の性

　質や働きについての考えをもつ。
（３）てこの規則性
　　　てこを使い、力の加わる位置や大きさを変えて、てこの仕　　　　組みや働きを調べ、て

　この規則性についての考えをもつ。
（４）電気の利用
　　　手回し発電機などを使い、電気の利用の仕方を調べ、電気　　　　の性質や働きについて

　の考えをもつ。

＊２種類以上のものづくりを行うも
のとする。

・植物体が燃える際、空気中の酸素
が使われて二酸化炭素ができるこ
と。

・水溶液には酸性、アルカリ性、中
性のものがあり、気体が溶けてい
るものや金属を変化させるものが
あること。

・電気はつくりだしたり蓄えたりす
ることができること。

・電気は、光、音、熱などに変える
ことができること。

・身の回りには、電気の性質や働き
を利用した道具があること。

・エネルギー資源
・省エネ
・ハイブリッド

生物の体のつくりと働き、生物と環
境、土地のつくりと変化の様子、月
と太陽の関係を推論しながら調べ、
見いだした問題を計画的に追求する
活動を通して、生命を尊重する態度
を育てるとともに、生物の体の働き、
生物と環境のかかわり、土地のつく
りと変化のきまり、月の位置や特徴
についての見方や考え方を養う。

Ｂ生命・地球
（１）人の体のつくりと働き
　　　人や他の動物を観察したり資料を活用したりして、呼吸、　　　　消化、排出及び循環の

　働きを調べ、人や他の動物の体のつくりと働きについての考　　　　えをもつ。
（２）植物の養分と水の通り道
　　　植物を観察し、植物の体内の水などの行方や葉で養分をつ　　　　くる働きを調べ、植物

　の体のつくりと働きについての考えをもつことができる。
（３）生物と環境
　　　動物や植物の生活を観察したり、資料を活用したりして調　　　　べ、生物と環境とのか

　かわりについての考えをもつ。
（４）土地のつくりと変化
　　　土地やその中に不生まれる物を観察し、土地のつくりや土　　　　地のでき方を調べ、土

　地のつくりと変化についての考えをもつ。
（５）月と太陽
　　　月と太陽を観察し、月の位置や形と太陽の位置を調べ、月　　　　の形の見え方や表面の

　様子についての考えをもつことができるようにする。

＊（１）については、心臓の拍動と
脈拍が関係することにも触れ、主
な臓器として、肺、胃、小腸、大
腸、肝臓、腎臓、心臓を扱うこと。

＊（３）については、水が循環して
いることにも触れるものとする。

・生物が、水及び空気を通して周囲
の環境とかかわって生きているこ
と。

＊（４）については、岩石として礫
岩、砂岩及び泥岩を扱うこと。

＊「化石」については、地層が流れ
る水の働きによって堆積したこと
を示す証拠として扱うこと。

＊（５）については、地球から見た
太陽と月の位置関係で扱うものと
する。

・生物多様性
・自然、メダカの住める川
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小学校学習指導要領早見表（理科（６年生）） ◎　理　科　◎

目　　　標 内　　　容 取り上げるテーマ・学習の方法 環境学習出前講座の学習内容との
関連について

　燃焼、水溶液、てこ及び電気によ
る現象についての要因や規則性を推
論しながら調べ、見いだした問題を
計画的に追究したりものづくりをし
たりする活動を通して、物の性質や
規則性についての見方や考え方を養
う。

Ａ物質・エネルギー
（１）燃焼の仕組み
　　　物を燃やし、物や空気の変化を調べ、燃焼の仕組みについ　　　　ての考えをもつ。
（２）水溶液の性質
　　　いろいろな水溶液を使い、その性質や金属を変化させる様　　　　子を調べ、水溶液の性

　質や働きについての考えをもつ。
（３）てこの規則性
　　　てこを使い、力の加わる位置や大きさを変えて、てこの仕　　　　組みや働きを調べ、て

　この規則性についての考えをもつ。
（４）電気の利用
　　　手回し発電機などを使い、電気の利用の仕方を調べ、電気　　　　の性質や働きについて

　の考えをもつ。

＊２種類以上のものづくりを行うも
のとする。

・植物体が燃える際、空気中の酸素
が使われて二酸化炭素ができるこ
と。

・水溶液には酸性、アルカリ性、中
性のものがあり、気体が溶けてい
るものや金属を変化させるものが
あること。

・電気はつくりだしたり蓄えたりす
ることができること。

・電気は、光、音、熱などに変える
ことができること。

・身の回りには、電気の性質や働き
を利用した道具があること。

・エネルギー資源
・省エネ
・ハイブリッド

生物の体のつくりと働き、生物と環
境、土地のつくりと変化の様子、月
と太陽の関係を推論しながら調べ、
見いだした問題を計画的に追求する
活動を通して、生命を尊重する態度
を育てるとともに、生物の体の働き、
生物と環境のかかわり、土地のつく
りと変化のきまり、月の位置や特徴
についての見方や考え方を養う。

Ｂ生命・地球
（１）人の体のつくりと働き
　　　人や他の動物を観察したり資料を活用したりして、呼吸、　　　　消化、排出及び循環の

　働きを調べ、人や他の動物の体のつくりと働きについての考　　　　えをもつ。
（２）植物の養分と水の通り道
　　　植物を観察し、植物の体内の水などの行方や葉で養分をつ　　　　くる働きを調べ、植物

　の体のつくりと働きについての考えをもつことができる。
（３）生物と環境
　　　動物や植物の生活を観察したり、資料を活用したりして調　　　　べ、生物と環境とのか

　かわりについての考えをもつ。
（４）土地のつくりと変化
　　　土地やその中に不生まれる物を観察し、土地のつくりや土　　　　地のでき方を調べ、土

　地のつくりと変化についての考えをもつ。
（５）月と太陽
　　　月と太陽を観察し、月の位置や形と太陽の位置を調べ、月　　　　の形の見え方や表面の

　様子についての考えをもつことができるようにする。

＊（１）については、心臓の拍動と
脈拍が関係することにも触れ、主
な臓器として、肺、胃、小腸、大
腸、肝臓、腎臓、心臓を扱うこと。

＊（３）については、水が循環して
いることにも触れるものとする。

・生物が、水及び空気を通して周囲
の環境とかかわって生きているこ
と。

＊（４）については、岩石として礫
岩、砂岩及び泥岩を扱うこと。

＊「化石」については、地層が流れ
る水の働きによって堆積したこと
を示す証拠として扱うこと。

＊（５）については、地球から見た
太陽と月の位置関係で扱うものと
する。

・生物多様性
・自然、メダカの住める川
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小学校学習指導要領解説（家庭科（５～６年生））

※環境学習関連箇所抜粋
＜家庭科教育の内容＞

　　Ａ　家庭生活と家族
　　Ｂ　日常の食事と調理の基礎　　　　　　Ａ～Ｄの内容を関連させて
　　Ｃ　快適な衣服と住まい　　　　　　　　学習する。
　　Ｄ　身近な消費生活と環境

Ａ　家庭生活と家族
（１）自分の成長と家族
　　・自分の成長を自覚することを通して、家庭生活と家族の大切さに気付くこと。
（２）家庭生活と仕事
　　・家庭には自分や家族の生活を支える仕事があることが分かり、自分の分担する仕事ができること。
　　・生活時間の有効な使い方を工夫し、家族に協力すること。
（３）家族や近隣の人々とのかかわり
　　・家族との触れ合いや団らんを楽しくする工夫をすること。
　　・近隣の人々とのかかわりを考え、自分の家庭生活を工夫すること。
　
Ｂ　日常の食事と調理の基礎
（１）	食事の役割
　　・食事の役割を知り、日常の食事の大切さに気付くこと。
　　・楽しく食事をするための工夫をすること。
（２）	栄養を考えた食事について
　　・体に必要な栄養素の種類と働きについて知ること。
　　・食品の栄養的な特徴を知り、食品を組み合わせてとる必要があることが分かること。
（３）	調理の基礎について
　　・調理に関心をもち、必要な材料の分量や手順を考えて、調理計画を立てること。
　　・材料の洗い方、切り方、味の付け方、盛り付け、配膳及び後片付けが適切にできること。
　　・ゆでたり、いためたりして調理ができること。
　　・米飯及びみそ汁の調理ができること。
　　・調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い及びこんろの安全な取扱いができること。
　　　→　実習材料などを無駄なく使うことを考えさせる。
　　　　（調理で出たごみの始末・減量や台所から出る水を汚さないための洗い物の工夫など）
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Ｃ　快適な衣服と住まい
（１）衣服の着用と手入れについて
　　・衣服の働きが分かり、衣服に関心をもって日常着の快適な着方を工夫できること。
　　　→　暑い季節、寒い季節に合った服装の工夫
　　・日常着の手入れが必要であることが分かり、ボタン付けや洗濯ができること。
（２）快適な住まい方について
　　・住まい方に関心をもって、整理・整頓や清掃の仕方が分かり工夫できること。
　　・季節の変化に合わせた生活の大切さが分かり、快適な住まい方が工夫できること。
　　　→　整理・整頓や清掃の学習と関連させて、ごみの分別や減量の仕方を工夫させる。
　　　→　昔と今の住まいを比べるなどの活動を取り入れるなどして、冷暖房機器にたよる生活を見直
　　　　し、日光や風など自然の力を効果的に活用する方法について考え、健康の視点から自然を生か
　　　　した住まいの大切さが分かるようにする。
　　　　（うちわ、すだれ、よしず、緑のカーテン、打ち水など）
　　　→　Ｄ（２）「環境に配慮した生活の工夫」との関連を図り、自分の生活と環境とのかかわりを
　　　　冷暖房機器の利用を視点として見直し、省エネルギーにつなげるなどの展開も考えられる。
（３）	生活に役立つ物の製作について
　　・布を用いて製作する物を考え、形などを工夫し、製作計画を立てること。
　　・手縫いや、ミシンを用いた直線縫いにより目的に応じた縫い方を考えて製作し、活用できること。
　　・製作に必要な用具の安全な取扱いができること。
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Ｄ　身近な消費生活と環境
（１）物や金銭の使い方と買い物について
　　・物や金銭の大切さに気付き、計画的な使い方を考えること。
　　・身近な物の選び方、買い方を考え、適切に購入できること。
（２）環境に配慮した生活の工夫について
　　・自分の生活と身近な環境とのかかわりに気付き、物の使い方などを工夫できること。
　　　→　この学習については、「Ｂ日常の食事と調理の基礎」、「Ｃ快適な衣服と住まい」の内容と
　　　　の関連を図り、調理の材料や製作で使用する布などの具体的な物を対象として、実践的な学習
　　　　が展開できるようにする。題材構成に当たっては、Ｂ（３）「調理の基礎」の学習との関連を
　　　　図って実習材料などを無駄なく使うことを考えさせたり、Ｃ（２）「快適な住まい方」の整理
　　　　・整頓や清掃の学習と関連させて、ごみの分別や原料の仕方を工夫させたり、Ｃ（３）「生活
　　　　に役立つ物の製作」の布の扱い方の学習と関連させたりして、効果的に学習を展開することが
　　　　考えられる。
　　　→「自分の生活と身近な環境とのかかわりに気付き」については、自分の生活を見直すことを通
　　　　じて、多くの物を使っていることや、自分の生活が、身近な環境から影響を受けたり、逆に影
　　　　響を与えたりしていることに関心をもち、自分と家庭生活を取り巻く身近な環境とのかかわり
　　　　が実感できるようにする。
　　　→「物の使い方などを工夫できる」については、無駄なく使い切ったり、使い終わった物を他の
　　　　用途に再利用したりするなどの工夫ができるようにする。また、リサイクル活動などの環境に
　　　　配慮した地域の取組にも関心をもち、進んで協力できるようにする。指導に当たっては、常に
　　　　自分の生活との結び付きに気付くようにし、一人一人が課題をもって調べたり、工夫したりし
　　　　て主体的に学習し実践できるように配慮する。
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小学校学習指導要領解説（道徳（１〜６年生））

※環境学習関連箇所抜粋
＜道徳教育の内容構成＞

　　１　主として自分自身に関すること。
　　２　主として他の人とのかかわりに関すること。
　　３　主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること
　　４　主として集団や社会とのかかわりに関すること。
　　

　　小学１～２年生

　身近な自然に親しみ、動植物に優しい心で接する。
　自然や動植物とのかかわりに関するものであり、自然や動植物を愛し大切にする児童を育てようとす
る内容項目である。
　古来日本人は、自然の恵みに感謝し、自然との調和を図りながら暮らしてきた。自然に親しみ、動植
物が自然の中でたくましく生きてきた知恵や巧みさに学び、自然と一体になりながら動植物を愛護し、
豊かな情操を育ててきたのである。動植物は自然環境の中で生きており、それぞれの環境に適応して生
活を営んでいる。人間も地球に住む生物の一員であり、環境とのかかわりを抜きにしては生きていけな
い存在である。ところが、科学技術の進歩等に伴う物の豊かさ、便利さは、人間が本来もっていた感性
や資質を弱くしてしまっているとも言われる。自然や動植物を愛し、自然環境を大切にしようとする態
度は、地球全体の環境の悪化が懸念されている現在、特に身に付けなければならないものである。
　この段階においては、特に身近な自然の中で遊んだり、動植物の飼育栽培などを経験し自然や動植物
などと直接触れたりすることを通して、それらに対するやさしい心を養うことが求められる。動物や植
物のもつ不思議さ、生命の力、そして、共に生きていることの愛おしさなどを感じることによって、自
然や動植物を大事に守り育てようとする気持ちが強くはぐくまれる。

　　小学３・４年生

　自然のすばらしさや不思議さに感動し、自然や動植物を大切にする。
　この段階においては、特に自然に親しみを感じながら自然のもつ美しさやすばらしさに感動するとと
もに、その恐ろしさや不思議さなどを含めて感じ取ることができるように指導する必要がある。それら
を踏まえて、自然やその中に生きる動植物を大切にする心を更に深めていくことが求められる。
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　　小学５・６年生

　自然の偉大さを知り、自然環境を大切にする。
　この段階においては、さらに、人間の力が及ばない自然の偉大さを理解し、自然に学ぶ態度を身に付
ける必要がある。そして、自然環境と人間とのかかわりから、人間も自然の中で生かされていることを
考え、人間と自然や動植物との共存の在り方を積極的に考え、自分にできる範囲で自然環境をよくしよ
うとする態度をはぐくむようにすることが望まれる。
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